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大規模災害時に向けた公衆衛生情報基盤の構築に関する研究 

分担研究報告書 
 

災害時における妊産婦・乳幼児の災害時情報収集に関する検討 

 

研究分担者：吉田 穂波 （国立保健医療科学院 生涯健康研究部） 

 
研究要旨 
目的：急激な少子高齢化を受け、妊産婦や乳幼児は社会的マイノリティとなっている。東日本大
震災では地域の防災計画に妊産婦や乳幼児救護、母子保健サービスの提供及び支援の視点が不足
していたことが明らかになった。被災地の女性や子どもを医療・保健・福祉・教育の面から総合
的に支援することは被災地の人的リソースの活用につながり、家族・コミュニティのエンパワメ
ントおよび復興への効果が高いということが海外の調査でわかっており、次の大規模災害では次
世代救護のためにより一層の備えが求められる。 
これまで周産期分野における災害対応は医療・保健どちらの分野からも手をつけられずにきた
が、次の災害で有効に機能するツールとして①妊産婦・乳幼児向け避難所②災害時救護マニュア
ル、チェックリスト③平時の連携（教育、地域、医療、行政等）と研修④妊産婦向け啓発パンフ
レットや教材を厚労省の研究班で開発した経緯と自治体の先行事例をお示しする。 
研究方法：産婦人科医、助産師、災害医療専門家によって構成されるワーキング・グループで母
子救護マニュアル、チェックリスト、アクション・カード、避難所母子入所者名簿、母子避難所
ゲーム等災害時に必要となる様々なツールを開発し、いくつかの自治体における災害時母子救護
研修で使用した。また、助産師会、地元ボランティア団体、周産期医療関係者とともに研修を行
った際にそれらのツールを使い、研修内容やツールに改善を加えた。 
研究結果・考察：災害時に母子を扱う制度設計がなされていない現在、このようなツールを用い
て、地方自治体、保健医療機関、消防、警察、住民が一緒に災害時母子救護について学ぶ研修を
サポートすることで、平時より関係者が次世代に関する連携を作り、人間関係を構築する必要性
が明らかになった。 

研究背景 
 現在、日本は世界一の少子高齢化国となり妊
婦や乳幼児がマイノリティとなった。今後ます
ます出産数が少なくなる中で大規模災害が起
こった場合、災害医療従事者や行政，消防関係
者が母子を探し守るシステムを持っていれば、
次世代の命を救い、大きな社会的損失を防ぐこ
とが出来る。被災地の母子を救護することは地
域の人的リソース活用、エンパワメントおよび
復興へ与える効果が高いということがわかっ
ており、今後は平時から母子の救護体制を作る
ことが、最優先に取り組むべき課題となる。こ
れまで周産期災害対応は医療・保健どちらの分
野からも手をつけられずにきたが，母子は自
助・共助の面を強化することでお互いに助け合
える存在であり、集めることで支援の手が届き
やすくなるというメリットがある。 

 
A. 研究目的：災害時に妊産婦や乳幼児が

避難しなければけない時に備え、地域の避難所
が母子の安全をサポートするために必要なツ
ールを開発する。また、それらのツールを実際
に妊産婦救護所ゲームの中で使用し、改善を加
える。また、研修のコンテンツを作り、どの地
域でも同じ質の高さで研修を実施できるよう
パッケージ化する。 
 
Ｂ．調査方法： 
母子が避難する際に必要となるデータに関し、
ワーキング・グループで項目を抽出した。 
 
C．研究結果： 
1．ワーキング・グループによる検討：実際に
一般避難所、または急性期救護所に常備してお
くためのツールが開発された。（図 1~10） 
 
2．研修におけるフィードバックの解析：一般
避難所内では特に、妊産婦は認知されにくく、
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そのニーズを把握されにくい存在である。研修
において使用する資料をまとめた。 
 
Ｄ．考察 
ワーキング・グループによる検討において開発
された災害時母子救護ツールを、研修における
フィードバックを活かして改善し、より有用性
の高いものに改変したことで、地域の実情に合
わせたマニュアルや連携体制を作るための実
践的な基盤を開発することが出来た。 
 
Ｅ．結論 
 今回は災害時母子救護のための取り組みを
まとめた、日本で初のワーキング・グループに
よる情報共有方法検討の機会を作ることが出
来た。災害時の母子救護所、母子避難所に関し
解決すべき課題が明らかになり、今後の日本の
災害時母子保健対応を成功させるために重要
な知見が得られたと思われる。また、母子を取
り巻く関係者同士の研修が有益な情報交換の
場となり、既存の母子保健体制にとって相乗効
果が得られたことも特筆すべきことである。我
が国において、今後地域の実情に合わせた災害
時周産期医療・母子保健対応連携を設計する際
には今回の分析から見えてきた知見を活かし、
さらに良い研究成果を生むために複数の研究
を統合させていくなど、新たなアプローチが必
要となるであろう。 
 
F．謝辞 
本研究は、国立保健医療科学院生涯健康研究部 
佐久間倫子氏と大塚恵理子氏の技術と熱意に
よるところが大きく、ここに深謝いたします。 
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資料 1  妊産婦初期対応問診票(妊婦) 
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資料 2  リスク表(妊婦) 
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　A. 妊娠中の検査結果についてお答えください

＊　記憶がはっきりしない項目は「不明」の欄に○をつけておいてください。

　骨盤位 ・ 横位 ・ 他

B.　出産経験のある方で、下記に当てはまることがありましたか？　

妊娠高血圧症候群

早産（ 　　　　　週　）

胎盤位置異常 なし 不明 低置胎盤

時々高めになる

前置胎盤

いつも陽性

むくみ なし 不明 時々ある いつもある

尿蛋白 なし 不明 時々陽性になる

服薬中

　　　　 鉗子 ・ 吸引分娩

処置・手術予定

羊水異常 なし 不明 様子観察中 精密検査予定

血液型不適合

不明

不明 あり・経過観察中

帝王切開予定

なし

胎児の位置異常 なし 不明

死産 新生児死亡

出産時・産後の出血多量（５００ml以上）

妊娠中 ・ 産後のうつ症状

子宮筋腫 なし 不明 様子観察中 帝王切開予定

高血圧 なし 不明

精神疾患 なし 不明 あり ・ 服薬無　 服薬中

心臓病 なし

血液疾患 なし

病名

あり ・ 服薬無　

不明 あり ・ 服薬無　 服薬中

病名

病名

服薬中 病名

不明 あり ・ 服薬無　 服薬中

不明

慢性腎臓病 なし

服薬中

気管支喘息 なし 不明 あり ・ 服薬無　 服薬中

てんかん あり ・ 服薬無　なし 不明

　亢進症　・　低下症

糖尿病 なし 不明 あり ・ 服薬無　 インスリン治療中

甲状腺機能異常 なし 不明 あり ・ 服薬無　 服薬中

服薬中

風疹抗体 ３２倍以上 不明 １６倍以下

貧血 なし 不明

HTLV なし 不明 あり ・ 治療無

あり ・ 服薬無　

治療中

淋病 なし 不明 あり ・ 治療無 治療中

クラミジア なし

あり ・ 治療無

不明 あり ・ 治療無

服薬中

ヘルペス なし 不明 あり ・ 治療無 治療中

B群溶血連鎖球菌 なし 不明

治療中

HIV なし 不明 あり ・ 治療無 治療中

梅毒 なし 不明 あり ・ 治療無

　妊婦氏名

＊　妊婦さんの安全と万一の緊急対応に必要な質問です。

　　 該当する欄に○をつけてください。

受付No.               

リ ス ク 表 (妊婦)

C型肝炎 なし 不明 あり ・ 治療無 治療中

備考

B型肝炎 なし 不明 あり ・ 治療無

（ 経過観察中 ）　 （ 治療中 )　

治療中

（ 検査項目 ） （ 正常 ）　 （不明）

 
 
資料 3  母子避難所入所者名簿 
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(シートNo.         )

受付No. 入所月日 情報開示 氏名 出産予定日 年令 住所 入所場所 移動 退所月日 緊急連絡先（氏名）

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

可・不可

　　　　　入所場所：受付後最初に入室した部屋の分類（A・B・C・D)　　　　移動：部屋の移動・病院搬送・退所　　　　情報開示：来所者への滞在有無等の情報開示許可の是非

入所者名簿　（　妊婦　）

 

 
資料 4  避難所等母子保健アセスメント表 
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資料 5  避難所入所者名札 
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出産予定日 年令

　名前 　名前 備考

　　　才 　　　才

　　＊　避難所記入欄
受付No. 入所月日 入所場所 移動 転出月日

　　　　　　　　　　　　　（　　　才）　　　　　　　　　　　　（　　　才）

　　＊　避難所記入欄
受付No. 入所月日 入所場所 移動 転出月日

　 乳 ヵ月

 幼 才

室

予 　月　　日

室

　 幼 才

妊
予 　月　　日

室

妊

母 妊

母母

　 乳

　 乳

室

室

ヵ月

ヵ月 予 　月　　日

室

同伴乳幼児　無 ・ 有

妊 ①　　　②　　　③　　　待機所 部屋　　　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ

氏名 住所 連絡先

安否情報確認のための情報開示（住所・氏名・転出先等） 同意する・同意しない

転出先 備考

 母子 ①　　　②　　　③     待機所 部屋　　　　　Ａ　　　　Ｄ

母親氏名 子供の名前・年令 備　考

住所

連絡先

安否情報確認のための情報開示（住所・氏名・転出先等） 同意する・同意しない

転  出  先 備　　考
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資料 6  部屋割り表(妊婦) 

　　　　入所された方の治療処置や応対を効率的に行うための質問です

　　　　入所者票と名札にも記入し、受付にお持ちください

それはどこですか？

　　　　　○をつけてください

　　　　　○をつけてください

　　　　①②③　が全て 　　　室

　　　　①②③　が全て     で乳幼児同伴の方 　　　室

　　　　① 、③　に     　②　は 　　　室

　　　　②　に 　　　室

＊入所後に体調が変わった場合はナースステーションにおいでください

部 屋 割 り 表 （妊婦） 受付No.               

　　①　どこかに ケガ をしていますか？

妊婦氏名

　　　 乳幼児同伴の場合は部屋割り表 １ と １－② 、母子用名札２枚に記入してください

　　　（　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分）

吐き気　　　　嘔吐　　　　下痢

　その他気になること

　　③　陣痛様、生理痛様のお腹の痛みや破水、出血などがありますか？

待機所 又は

　  ②　発熱、咳、鼻水、吐き気や嘔吐（つわりを除く）、下痢などの症状がありますか？

         発熱と同時期に出た湿疹

発熱　　　　　　咳　　　　　鼻水

　    痛み　　　破水　　出血　　胎動消失　

いいえ

は いいいえ

は い

Cは い いいえ

は い D

A

いいえ B
いいえ

は いいいえ

 

 
資料 7  部屋割り表(母子) 
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　　入所された方の治療処置や応対を効率的に行うための質問です
　　入所者票と名札（母子同じ物２枚）にも記入し、受付にお持ちください
　　上の兄姉同伴ならその子の分を それぞれ用紙  １－②と名札 にも記入してください

　　（　　　月　　　日　　　時　　　分）

母親 それはどこですか？

乳児

　　○をつけてください

母親 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発熱　　　　　咳　　　　　鼻水
　　 　　吐き気　　　　嘔吐　　　　下痢
         発熱と同時期に出た湿疹

乳児 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発熱　　　　　咳　　　　　鼻水
　　 　　吐き気　　　　嘔吐　　　　下痢
         発熱と同時期に出た湿疹

        ③　発熱・乳房痛・しこり などの乳腺炎様の症状ありますか？

　　　
②　に 　　　　　がついている方 　　　室

それ以外の方 　　　室

けがの治療は医師が到着次第順次お呼びしますので部屋でお待ちください

部 屋 割 り 表 (母親と乳児) 受付No.         

　　①　どこかに ケガ をしていますか？

その他の気になる症状

その他の気になる症状

母親氏名

乳児氏名

　  ②　発熱、咳、嘔吐、下痢などの症状がありますか？

は い

いいえ

は い

いいえ

いいえ

は い

は い

A

いいえ

いいえ は い

Dは い

 
 
資料 8  部屋割り表（きょうだい) 
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　　入所されたお子さんの治療処置や応対を効率的に行うための質問です
　　記入したら、親子の用紙を一緒にして受付にお持ちください。
　　お母さんと同じ名札でお子さんの分を記入してください。

   （　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分）

それはどこですか？

　　　　　　　○をつけてください

　　 　　吐き気　　　　嘔吐　　　　下痢
         発熱と同時期に出た湿疹
その他の気になる症状

　　　　　母子のどちらかでも

がついている 　　　室

それ以外のお子様はお母さんと共に　　　　　　　　室　　でお待ちください

けがの治療は、医師が到着次第順次お呼びしますので部屋でお待ちください

受付No.         

　　　　 発熱　　　　　咳　　　　　鼻水

　　①　どこかに ケガ をしていますか？

　  ②　発熱、咳、嘔吐、下痢などの症状がありますか？

部 屋 割 り 表 （きょうだい）

母親氏名

児の氏名

A

いいえ

は いいいえ

は い

は い D

 
 
資料 9  情報書(妊婦) 
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ふりがな 今回の出産

　家族の所在 子供
男女　　才
子供
男女　　才
子供
男女　　才
（　　　　　）
男女　　才
（　　　　　）
男女　　才
（　　　　　）
男女　　才

＊　今困っていること

（備　考）

　特に注意するように

　　　言われていること

 初めて　　２回目　  （　　　）回目

　おなかの赤ちゃんの数 　ひとり　　双子　　他（　　　　　） 　母子手帳　（持参・紛失・自宅）

　生年月日 　　　年　　　月　　　日　　　　才 　血液型　　　　　型　RH（　　　）

　出産予定日 　年　　　　月　　　　日 現在の妊娠週数　　　　　週　　　日

　通院中の医療機関 　保険証　 　（持参・紛失・自宅）

　妊婦氏名

　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　（　　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　）不明

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

　服用中の薬 　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）持参　無・有

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

＊家族全員を記入 　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明

（　　　　　　　　　）

連絡先

夫

　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明＊一緒に入所する

　　 お子さんに丸印

情 報 書 （妊婦） 受付No.               　　　　　　　室

　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明

　出産予定の医療機関 帝王切開予定 無　・　有

　最後の妊婦健診日 　　　年　　　月　　　日　　異常　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　現在の身長・体重 　身長　　　　　　cm   体重　　　　　　g　　　妊娠前の体重　　　　　g　　　　　　　　

　今までにかかった病気 　無・有（

　アレルギー 　無・有（

 

 
資料 10  情報書(母親) 
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ふりがな 今回の出産

　初めて　　２回目　（　　　　）回目

子供
男女　　才

子供

男女　　才

（　　　　　）

男女　　才

（　　　　　）

男女　　才

（　　　　　）

男女　　才

（　　　　　）

男女　　才

＊　今困っていること

（備　考）

　ひとり　　双子　　他（　　　　　）

　週　　　日

　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　（　　　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　）不明

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　持参　無・有　服用中の薬

連絡先

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

　保険証　 　（持参・紛失・自宅）

　今回の出産年月日

（　　　　　　　　　）

　家族の所在

　年　　　　月　　　　日

　無・有

（普通・鉗子・吸引）分娩・帝王切開

　かかりつけの医療機関

　出産週数

　無・有（

今までにかかった病気

　治療中の病気 　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　今回の赤ちゃんの数

　自宅　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　　　）避難所　　他（　　　　　　　　　　　　　）不明

夫

　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明

  　　       室

＊家族全員を記入

　アレルギー

　生年月日 　　　年　　　月　　　日　　　　才 　血液型　　　　　　型　RH（　　）

　母親氏名

情 報 書 （母親） 受付No.         

＊一緒に入所する 　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明

　　 お子さんに丸印 　自宅　　勤務場所　　親戚・知人宅　　（　　　　　　　）避難所　他（　　　　　　　　）不明

 
 
資料 11  リスク表(母親) 
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　今回の妊娠中の検査結果と産後のことについてについてお答えください

病名

病名

病名

病名

　　　　妊娠中
　　産後のうつ症状

不明

リ ス ク 表 (母親)
受付No.           　　       室

（ 正常 ）　 （ 経過観察中 ）　 （ 治療中 )　（不明）

　母親の氏名

あり ・ 治療無 治療中

不明風疹抗体 ３２倍以上 １６倍以下

HTLV なし

あり ・ 治療無 治療中

不明HIV なし

治療中あり ・ 治療無

あり ・ 治療無 治療中

C型肝炎

あり ・ 治療無 治療中

母乳哺育予定　　　　無 ・ （　　　　　）か月まで

梅毒 なし

なし

   ＊　万一の緊急対応に必要な質問です。該当する欄に○をつけてください。

あり 

淋病 なし

ヘルペス なし

不明

不明

不明

不明

あり ・ 治療無 治療中

不明

なし

B型肝炎

（ 検査項目 ）

甲状腺機能異常 なし あり ・ 治療無 服薬中

貧血 なし あり ・ 治療無不明

糖尿病 なし

　　　　＊　記憶がはっきりしないものは「不明」の欄に○をつけておいてください。

服薬中

服薬中

不明

不明

不明

気管支喘息 なし あり ・ 服薬無　

精神疾患 なし あり ・ 服薬無　

不明慢性腎臓病 なし あり ・ 服薬無　

不明

なし あり ・ 治療無 通院 ・服薬中

心臓病

なし

なし

不明

血液疾患 なし あり ・ 服薬無　

    服薬終了

　　亢進症　・　低下症

　　　　　服薬中　 

あり ・ 服薬無　

服薬中

あり ・ 治療無

あり ・ 服薬無　 服薬中不明

服薬中

服薬中

てんかん なし あり ・ 服薬無　

インスリン治療中

不明

不明

尿蛋白

むくみ なし 時々ある いつもある

不明妊娠高血圧症候群 服薬中

不明

なし 時々陽性 いつも陽性不明

　　　 ワクチン接種　    　　未　・　済

備考

 
 
資料 12  情報書(乳児) 
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ふりがな

　　無 ・ 有

主な栄養法 　　　母乳　　　人工乳　　　離乳食　　幼児食　　　その他（　　　　　 　　）　　

医師から

注意されていること

□　インフルエンザ ｂ型（ヒブ）　　　　回　　□　肺炎球菌　　　　　回

□　みずぼうそう　　　　　　回　　□　おたふくかぜ　　 　 　　　　　回

□　日本脳炎　　　　　　  　回　　□　B型肝炎　　　　　  　　 　　 　回

　アレルギー 　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　)  除去食 ( している ・ していない)

今までにかかった病気

　突発性発疹　　　はしか　　風疹　　　水ぼうそう　　　おたふくかぜ

　感染性胃腸炎　　　　　手足口病　　　　伝染性赤班（リンゴ病）

　その他

治療中の病気

□　　BCG  　　     　□　 ポリオ（生）　　　　回　  （不活化）　　　　回

最近の計測 身長　　　　　　　cm   体重　　　　　　　　g 　母子手帳　 （持参・紛失・自宅）

子のかかりつけの医療機関 　保険証　  　（持参・紛失・自宅）

　　　　第（　　　　　）子

子供の氏名 　血液型　　　　　　　型　RH（　　）

　　備　　考

　無・有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お子さんの異常

　 出生年月日 　年　　　　月　　　　日

母親氏名

妊娠中から出生後の 　無・有

　出生体重　　　　　　　　　　　　g

□　３種混合（DPT）　　　　回　  □　４種混合（DPT+ポリオ）　　　回
予防接種歴

□　その他

□　ロタウィルス　　　　　　回　　□　はしか風疹混合　　　　　 　　回

服用中の薬 　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　持参　無・有

  　　       室

　今、お子さんのことで困っていること

　無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

情 報 書 （乳幼児） 受付No.         

 
 


